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1．はじめに  

1950 年代半ばの高度経済成長期以降に整備された膨

大な量の橋梁は，供用開始から 50 年を経過するものが

増加し，その老朽化は急速に進行することが予測され

ることから，今後は橋梁のより効率的かつ効果的な維

持管理手法の構築が望まれている．このような問題に

対し，国土交通省は，平成 19 年度に地方自治体の橋梁

管理について，予防保全的な維持管理への円滑な政策

転換を図るため，「長寿命化修繕計画策定事業費補助制

度」を創設した．この制度を受け，一部地域を除き，

各地方自治体は独自の長寿命化修繕計画を策定した． 

ここで，構造物の健全度の変化は気象や地理的特性，

さらには財政状況や自治体ごとの維持管理体制に影響

を受けると考えられるため，各地方自治体の立案する

橋梁長寿命化修繕計画は地域特性の影響の強いものに

なる可能性がある．そこで，本研究では，各地方自治

体の地域特性を把握するために，各地方自治体の管理

橋梁延長，土木職員数，土木関連予算額に着目し，そ

れらのデータを用いることで，長寿命化修繕計画の調

査と分析を行った． 
2．対象としたデータ  

 本研究では，地方自治体として都道府県を対象とし

た．以下に，各種データを得る上で用いた資料につい

て概説する． 

2.1 都道府県の橋梁長寿命化修繕計画 

 都道府県の橋梁長寿命化修繕計画は，各都道府県の

ホームページで公開されているものについてはそこか

らのダウンロードにより，非公開のものについては各

都道府県の担当部署に直接連絡することにより，44 都

道府県分の資料を入手した．なお，詳細情報の公表の

程度には各自治体によって差があるため，調査に際し

ては明確な記述があるものを抽出することに注意した． 

2.2 道路統計年報 

 道路統計年報とは，国土交通省道路局が毎年行う道

路統計調査の結果を公表したものである．この資料よ

り，平成 19 年度の各都道府県の管理橋梁数や延長，土

木関連予算額に関するデータを取得した． 

2.3 地方公共団体定員管理調査結果 

 総務省自治行政局が毎年行う地方公共団体定員管理

調査の結果を公表したものである．この資料より，平

成21年度の各都道府県の土木職員数に関するデータを

取得した． 

3．調査結果の整理と分析 

3.1 橋梁長寿命化修繕計画の劣化予測手法 
 本研究では，橋梁長寿命化修繕計画を構成する様々

な項目の中でも，特に重要な橋梁の性能劣化予測に関

するものを調査対象とした． 

 劣化予測手法は大きく分けて，マルコフ推移確率モ

デルに基づくもの，点検結果の統計分析に基づくもの，

劣化現象を理論的に定式化した劣化予測式に基づくも

の，橋梁部材の寿命を一意的に設定するもの，の 4 つ

である．なお，自治体によってはこれらの手法を組み

合わせているケースもある．図-1 に各都道府県が採用

している劣化予測手法に関する調査結果を示す．ここ

では，劣化予測手法に関しての記述がある 38 都道府県

での長寿命化修繕計画を対象とした．  

3.2 管理橋梁延長と土木職員数・土木関連予算の関係 
図-2(左)に各都道府県の管理橋梁延長と土木一般職

員数の関係を示す．管理橋梁延長が長いところでは，

土木職員数も多くなるという傾向が見られた．ここで，

各都道府県の管理橋梁延長 1m 当たりの土木職員数を

算出し，その値が最も大きい県から 15 番目までの県を

(A・多)，16 番目から 31 番目までを(B・中)，32 番目か

ら 47 番目までを(C・少)，というグループに分けた． 
また，図-2(右)に各都道府県の管理橋梁延長と道

路・橋梁費の関係を示す．これも管理橋梁延長の長い

ところでは，道路・橋梁費も大きくなるという傾向が

見られた．さらに，土木一般職員数の場合と同様に，
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各都道府県の管理橋梁延長 1m 当たりの道路・橋梁費を

算出し，それにより(A’・多)，(B’・中)，(C’・少)という

グループに分けた． 
3.3 分析 

図-4 にグルーピングの結果と各グループで採用され

ている劣化予測手法についてまとめる．なお，劣化予

測手法の整理方法は図-4(注)に記述する． 

C-C’グループにおいて，寿命設定による劣化予測手

法の点数が突出していることがわかる．財政状況も厳

しく，人的資源も乏しいところでは，このような簡易

的な劣化予測手法が採用されているという傾向がある

と考えられる．また，土木学会コンクリート標準示方

書では，劣化予測に関しては劣化機構を推定した上で，

適切なモデルにより劣化予測を行わなければならない

とされている．しかし，実際には，土木職員数や財政

状況の問題により，そのような高度な劣化予測手法は

全ての都道府県で，行われているわけではないという

のが現状である． 

次に，統計分析による劣化予測手法のみを用いてい

る都道府県に着目する．採用している都道府県数は 14

であり，グループ別の傾向を見てみると，(C’) と比較

して(A’)(B’)のように管理橋梁延長に対する道路・橋梁

費が高いグループにおいて，統計分析による劣化予測

手法が採用されているという傾向があると考えられる．

これは，予算があることで点検業務の民間委託などが

でき，それにより豊富な点検情報を収集できるためで

あると考えられる．つまり，財政的余裕があれば，人

的資源の多寡に関わらず，点検情報を収集できるため，

統計分析による劣化予測が可能となるという傾向を示

していると考えられる． 

4．結論  

 各都道府県の採用劣化予測手法と管理橋梁延長に対

する土木職員数・土木関連予算額の関係との比較を行

うことで，両者の間に傾向を見出した． 
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図-1 各都道府県の採用劣化予測手法 

0

5

10

15

20

25

0 100 200 300

管理橋梁延長(km)

土
木

一
般

職
員

数
(百

人
) A

B

C

0

100

200

300

400

0 100 200 300

管理橋梁延長(km)

道
路

・
橋

梁
費

(十
億

円
/
年

)

A'

B'

C'

 
図-2(左) 管理橋梁延長と土木一般職員数の関係 
  (右) 管理橋梁延長と道路・橋梁費の関係 

 

管理橋梁延長に対する職員数によるグルーピング  
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(注) 都道府県によっては，複数の手法を組み合わせて劣化予

測を実施しているので，一都道府県の劣化予測手法の持ち点を

3 点とし，もし，劣化予測手法 A のみを採用している場合は A

に 3 点，二つの劣化予測手法を併用している場合はそれぞれの

劣化予測手法に 1.5 点ずつ，三つの劣化予測手法を併用してい

る場合はそれぞれの手法に対して 1 点ずつを加点し，それらの

合計ポイントを図-4 中に表記することとした． 
図-4 グルーピングの結果と劣化予測手法 
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